
おながわ市民共同発電所 

１２月１６日 NPO結成総会開く 
 昨年 12 月 16 日 JR 女川駅前の女川町交流館にて、NPO

おながわ市民共同発電所結成総会が開かれ、きらきら発電所事務局より広幡が参加し、祝辞を述

べました。総会には 6 名の現役町会議員のほか住民 6 名が参加し、2017 年夏 50kw 太陽光発電

所を建設することを当面の目標とし、2000 万円の設置費用を集めることを確認しました。NPO

は本年 4 月に正式に発足する予定です。きらきら発電では 1 月の役員会で、おながわ市民共同

発電所に協力することを確認しました。基金の募集要項が届き次第、きらきらの会員に配布する

予定です。 

 

石炭火力発電所 

１２月１８日シンポジウム 

 2017 年 10 月より仙台港で稼働す 

る石炭火力発電所について、昨年 12 

月 18 日多賀城市民会館でシンポジウ 

ムが開かれ、9 名の宮城県議のほか 200 名の参加者が集まり、煤塵被害や地球温暖化などへの影

響について語り合いました。この石炭火力発電所は伊藤忠商事と関西電力が出資する仙台パワ

ーステーションが建設し、電力は関東で消費され、煤塵と二酸化炭素が宮城県にばらまかれると

いう構造です。きらきら発電で 2015 年に学習会をしましたが、今回「建設問題を考える会」を

11 団体と一緒に結成し、多くの市民が参加するシンポジウムを成功させました。これから煤塵

を減らす対策など、自治体と運営会社に要求を突き付けてゆくことが必要です。 

石炭火力の請願採択 

ＰＳ側、住民説明会開催か 

 宮城県議会環境農林常任委員会では 

1 月 20 日「仙台パワーステーション 

に関する公聴会開催を求める」請願が  

全会派一致で採択されました。 

 宮城県はこの委員会の席上、アセス 

メント条例を改正し、小規模火力発電 

所もアセスの対象に加えると発表。 

 また 1 月 21 日付け河北新報では、 

仙台パワーステーションが 3 月上旬に 

も住民説明会を開催すると報道。今後 

の動きを見守る必要があります。 

 

３月５日石炭火力学習会開催 

 きらきら発電では 3 月 5 日(日)午後 1 時半より 4

時、仙台市民活動サポートセンター(広瀬通り・東

２番町角)にて、「石炭火力発電所に関する学習会」

を開催します。講師はきらきら発電理事長の水戸部

秀利さん、気候ネットワーク東京事務長の桃井貴子

さん、蒲生を守る会の熊谷佳二さんの 3 名です。  
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岩沼で１月２７日小風力発電稼働 

きらきら発電で４月１日見学会を予定 

 東日本大震災で被災した岩沼市沿岸部で、海沿いの風を利用

した風力発電が始まる。災害危険区域の有効活用と景観改善を

目指し、市が事業者に土地を貸与。市は「風車が復興の象徴にな

ればいい」と話す。風力発電が行われるのは同市押分須加原１２

７－２０。市から借り受けた土地１０２２㎡で、電気工事業の産

電工業（仙台市泉区）が１１月末に着工。今年１月末に、風車２

基、出力計１９．６キロワットが稼働する。(河北新報) 

 

 

放射能汚染物質焼却問題学習交流会開催 
 1 月 15 日きらきら発電も加入する脱原発仙    

台市民会議が「放射能汚染物質焼却問題学習   

交流会」を開催しました。当日宮城県内より   

10 団体 50 名が参加、千葉県で焼却反対運動   

を進めている方も参加されました。2 人の講   

師の講義内容(骨子)を紹介します。       

モニタリング方法に問題あり 

 焼却場周辺に塵灰は落下しないので、焼却 

場周辺でモニタリングしても意味がない。し 

かも地上面で空間線量に影響するほどのセシ 

ウムが落下する可能性は低い。バグフィルタ 

は破ける場合もあるので、煙が外に出る煙突 

の突端でモニタリングを常態化させる必要が 

ある。女川原発では 1700 万円の器械で常時 

監視しているが、130 万円程の器械もある。 

なお国が勧めるドレイン法・濾紙法(平成 25 

年のガイドラインに掲載)とも、過去にセシウ 

ムを検出した実績はない。(大槻憲四郎先生) 

焼却には問題が山積している 

 まず市町村長会議は決議機関でない。しかも

焼却しても減容化しないからメリットがない。

それに他県の処分場で、ガレキ焼却灰からセシ

ウムが漏れ出している。どうしても実施するな

ら、常時モニタリングとバックグランド測定

(事前測定)が必要。県内の自治体では安全な保

管庫の必要性を訴えている。(中嶋廉宮城県議) 

 

 

 

 

 

 

 

岩沼小風力発電所見学会 
４月１日現地午前１０時集合 

岩沼市押分字須加原１２７－２０ 

長町病院玄関午前９時２０分集合 

 きらきら発電として岩沼小風力発電所見

学会を 4 月 1 日行います。参加希望者は事

務局(379-3777)にご一報をお願いします。 

 


